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■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　6月26日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

納税・納入窓口を開設します

日･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　6月26日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

広報もろやま  5月20日号

　　

地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
な
ど

の
被
害
を
防
ぎ
、
安
全
な
住
宅
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
平
成
21
年

４
月
よ
り
、
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
に
は
５
万
円
（
費
用
の

２
分
の
１
が
上
限
）
、
耐
震
診
断

を
行
っ
た
結
果
、
補
強
が
必
要
と

な
っ
た
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に

は
20
万
円
（
費
用
の
２
分
の
１
が

上
限
）
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
耐
震

診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
を
お

考
え
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
補
助
制
度
の
ご
利

用
に
あ
た
っ
て
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

　

４
５

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
４

月
～
９
月
ま
で
の
６
か
月
間
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
月
額
で
引
き
続
き

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
額　

１
万
３
０
０
０
円

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も　

０
歳

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

支
給
月　

平
成
23
年
６
月
（
平
成

23
年
２
月
～
５
月
分
）、
平
成

23
年
10
月
（
平
成
23
年
６
月
～

９
月
分
）

ご
注
意

◆
申
請
手
続
き
が
必
要
な
人

・
出
生
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
養

育
す
る
子
ど
も
が
で
き
た
人

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
出
生
な

ど
に
よ
り
養
育
す
る
子
ど
も
が
増

え
た
人

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市

町
村
か
ら
引
っ
越
し
た
人

◆
手
続
き
が
不
要
な
人

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
支
給
対

象
と
な
る
子
ど
も
の
数
に
変
更
が

な
い
人

◆
平
成
23
年
６
月
の
現
況
届
の
提

出
は
不
要
で
す
。

・
た
だ
し
、
10
月
に
届
出
・
申
請

な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
現
況
届
と
は
、
毎
年
６
月
に
提

出
す
る
家
族
の
状
況
な
ど
を
報
告

す
る
も
の
で
す
。

問　

役
場
子
ど
も
課
児
童
係
ｔ
内

線
１
１
３
・
１
１
４

　

医
療
分
が
１
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
最
高
51
万
円
に
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
１
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
最
高
14
万
円
に
、
介
護
保
険
分

が
２
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
最
高
12

万
円
に
な
り
ま
す
。
税
率
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内

線
１
９
５
・
１
９
６

【
国
保
に
加
入
す
る
手
続
き
が
遅

れ
る
と
】

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
国
保

税
を
加
入
月
の
分
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
納

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事

の
補
助
金
交
付
制
度
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
手
当
の
延
長
に
つ
い
て

知
ら

お

せ

国
民
健
康
保
険
税
の
限
度

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

は
14
日
以
内
に

information

インフォメーション
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力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

日
程　

６
月
20
日
月
か
ら
８
月
18

日
木
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
の
週
２
回
〔
全
16
回
〕

※
６
月
30
日
木
お
よ
び
７
月
18
日

祝
は
お
休
み
で
す
。

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
定　

先
着
30
人

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ

申
・
問　

６
月
１
日
水
か
ら
役
場

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１

　

５
７
で
受
付

　

埼
玉
県
寄
附
募
集
に
関
す
る
条

例
が
廃
止
さ
れ
、
４
月
か
ら
条
例

に
基
づ
く
寄
附
募
集
の
届
け
出
を

県
ま
た
は
市
町
村
に
提
出
す
る
必

要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

問　

埼
玉
県
市
町
村
課
ｔ
０
４
８

─
８
３
０
─
２
６
８
２

　

春
は
異
動
の
季
節
で
す
。
就
職

や
退
職
な
ど
で
、
年
金
の
種
別
・

加
入
制
度
が
変
わ
る
と
き
に
は
、

そ
の
都
度
、
届
出
が
必
要
で
す
。

45
分
、
午
後
１
時
～
４
時

変
更
後　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

45
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※
持
ち
込
み
手
数
料
な
ど
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
高

　

倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
７

　

１
─
１
５
０
０
、
川
角
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
ｔ
２
９
４
─
４
１

　

１
５

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
、
登
記
事

項
証
明
書
の
交
付
請
求
な
ど
に
係

る
登
記
手
数
料
は
、
こ
れ
ま
で
の

登
記
印
紙
に
替
え
て
、
収
入
印
紙

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
当
分
の
間
、

登
記
印
紙
を
登
記
手
数
料
の
納
付

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
日
か
ら
登
記
手
数
料
が

改
定
（
１
０
０
０
円
か
ら
７
０
０

円
に
引
き
下
げ
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務

局
総
務
課
に
お
問
い
合
せ
い
た
だ

く
か
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
総
務

　

課
ｔ
０
４
８
─
８
５
１
─
１
０

　

０
０
、
ｈh

ttp
:/

/
h

o
u

m
u

k
y

　

o
k
u

.m
o
j.g

o
.jp

/
s
a
ita

m
a
/

fra
m

e
.h

tm
l

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
お
渡

し
す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
は
早

め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
国
保
を
抜
け
る
手
続
き
が
遅
れ

る
と
】

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
（
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
国
保

は
使
え
ま
せ
ん
）
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

～
高
齢
期
こ
そ
運
動
が
大
切
で
す
～

　

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は

衰
え
ま
す
。
機
能
低
下
を
予
防
す

る
に
は
毎
日
の
運
動
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
、
専
門
の
指
導
員
に
よ

る
運
動
方
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

制
限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
筋

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
の
年
金

受
給
額
が
減
っ
た
り
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
町
の
国

民
年
金
の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

※
「
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
」

と
は
、
退
職
証
明
書
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

で
す
。
手
続
き
は
、
い
ず
れ
か
の

書
類
で
で
き
ま
す
が
、
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

よ
り
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
年

金
を
め
ざ
し
て
、
年
金
の
加
入
状

況
な
ど
を
日
本
年
金
機
構
か
ら
次

の
人
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

対　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被

保
険
者

送
付
時
期　

誕
生
月
（
１
日
生
ま

れ
の
人
は
前
月
）

お
知
ら
せ
す
る
内
容　

　

①
年
金
加
入
記
録

　

②
保
険
料
の
納
付
額

　

③
年
金
加
入
履
歴

※
35
・
45
・
58
歳
の
人
に
は
厚
生

年
金
や
国
民
年
金
な
ど
の
納
付
状

況
や
将
来
の
年
金
見
込
額
な
ど
も

あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問　

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ

　

ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
─
０
５
８
─

５
５
５

　

７
月
１
日
か
ら
高
倉
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
川
角
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
へ
の
ご
み
・
資
源
の
搬

入
受
付
時
間
を
30
分
延
長
し
ま
す
。

変
更
前　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

国民年金で届出を必要とする事項
届出が必要なとき 届出が必要な人 必要な書類

会社を退職したとき

退職した本人 ※退職日が確認でき
る書類、年金手帳、
印鑑

扶養されていた妻
（夫）

扶養されていた妻（夫）が配
偶者の扶養からはずれたとき

（収入増、離婚など）

扶養からはずれた
妻（夫）

健康保険･厚生年金
資格喪失証明書、年
金手帳、印鑑

会社に就職したとき（厚生年
金や共済年金に加入したとき）

就職した本人
会社から発行された
保険証、年金手帳、
印鑑

健
康
づ
く
り
教
室

「
埼
玉
県
寄
附
募
集
に
関
す
る

条
例
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く
�

｢

ね
ん
き
ん
定
期
便｣

の

送
付
に
つ
い
て

ご
み
・
資
源
の
搬
入
受
付

時
間
を
30
分
延
長
し
ま
す

登
記
印
紙
の
取
扱
い
に

関
す
る
お
知
ら
せ

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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ツ
ツ
ジ
咲
く
榛
名
山
の
外が

い
り
ん
ざ
ん

輪
山

を
歩
き
ま
す
。
下
山
後
は
伊
香
保

温
泉
に
て
入
浴
し
ま
す
。

日　

６
月
５
日
日

場　

榛
名
山
（
徒
歩
約
３
時
間
）、

伊
香
保
温
泉

参
加
費　

４
０
０
０
円
（
入
浴
料

込
）
※
申
込
み
時
に
集
金

定　

先
着
35
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申　

５
月
29
日
日
午
前
９
時
30
分

～
11
時
に
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

で
受
付

問　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部

ｔ
２
９
２
─
４
７
７
５
本
多

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
短
歌
／
雑
詠　

１
人
３
首
以
内

●
俳
句
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
川
柳
／
雑
詠　

１
人
５
句
以
内

●
随
筆
／
自
由
題　
　

１
人
１
点

（
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

●
詩
／
自
由
題　

１
人
２
編
以
内

（
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
、
た
だ

し
題
名
は
除
く
）

応
募
資
格　

原
則
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
・
在
学
者
（
近
隣
市
町

在
住
者
も
可
）
。

応
募
上
の
注
意
点　

作
品
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

・
作
品
は
縦
書
き
、
楷か

い
し
ょ書

で
常
用

漢
字
を
使
用
し
、
漢
字
に
は
ふ
り

が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）
、
④

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
随
筆
（
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
）・
詩
】

・
作
品
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

に
縦
書
き
、
楷
書
で
常
用
漢
字
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
常
用
漢
字

以
外
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
た
場
合

は
、
主
催
者
側
で
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
冒
頭
余
白
部
分
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
あ
る
人
）
、
④

電
話
番
号
、
⑤
題
名
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

・
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合
は
、

随
筆
20
字
×
１
０
０
行
、
詩
20
字

×
20
行
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
句
読
点
も
一
字
と
し
ま
す
。

応
募
期
間　

６
月
６
日
月
～
７
月

29
日
金
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

中
央
公
民
館
窓
口
へ

直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス
可
）
。

※
応
募
者
全
員
に｢

文
芸
も
ろ
や

ま｣

を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

入
選
以
上
に
選
ば
れ
た
応
募
者
に

は
、
賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
中
央
・
東
公
民
館
、

役
場
町
民
ホ
ー
ル
、
福
祉
会
館
、

図
書
館
、
山
根
荘
に
置
い
て
あ
る

募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

毛
呂
山
町
中
央
公
民
館

　

「
文
芸
も
ろ
や
ま
」
係
（
〒
３

　

５
０
─
０
４
６
５
毛
呂
山
町
岩

井
西
１
─
15
─
１
）
ｔ
２
９
４

─
１
２
５
０
、
ｆ
２
９
４
─
１

　

０
４
０

対た
い
し
ょ
う象　

次つ
ぎ

の
①
～
⑤
の
全ぜ

ん

ぶ部
に
あ

て
は
ま
る
人ひ

と

。

　

①
20
歳さ

い
い
じ
ょ
う

以
上
の
人ひ

と

、
②
埼さ

い
た
ま
け
ん

玉
県

内な
い

に
外が

い
こ
く
じ
ん
と
う
ろ
く

国
人
登
録
を
し
て
い
る

人ひ
と

、
③
在ざ

い
り
ゅ
う
し
か
く

留
資
格
が
あ
る
人
、

④
日に

ほ

ん

ご

本
語
（
ひ
ら
が
な
）
の
読よ

み
書か

き
が
で
き
る
人ひ

と

、
⑤
イい

んン

タた

あ

ね

っ

と

ー
ネ
ッ
ト
で
ホほ

う

む

ぺ

え

じ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ウう

え

ぶ

さ

い

と

エ
ブ
サ
イ
ト
）
を
見み

る
こ

と
が
で
き
、
日に

ほ

ん

ご

本
語
（
ひ
ら
が

な
）
で
電で

ん

し子
メめ

え

る

ー
ル
を
送お

く

る
こ

と
が
で
き
る
人ひ

と

※
パぱ

そ

こ

ん

ソ
コ
ン
を
持も

っ
て
い
な
い
人ひ

と

は
、
埼さ

い

た

ま

け

ん

こ

く

さ

い

か

玉
県
国
際
課
ま
で
お
問と

い

合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

モも

に

た

あ

ニ
タ
ー
の
仕し

ご
と事　

アあ

ん

け

え

と

ン
ケ
ー
ト

に
答こ

た

え
た
り
、
埼さ

い
た
ま
け
ん

玉
県
に
意い

け

ん見

や
提て

い
あ
ん案

を
出だ

し
ま
す
。

モも

に

た

あ

ニ
タ
ー
の
期き

か
ん間　

２
０
１
１
年ね

ん

６
月が

つ

（
予よ

て

い定
）
～
２
０
１
３
年ね

ん

３
月が

つ

31
日に

ち

申も
う
し
こ込
み　

６
月が

つ

１
日に

ち
す
い水

ま
で
に
、

イい

ん

た

あ

ね

っ

と

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申も

う

し
込こ

ん

　

で
く
だ
さ
い
。 

ｈh
ttp

:/
/
w

　

w
w

.p
re

f.s
a

ita
m

a
.lg

.jp
/

s
o
s
h

ik
i/

d
0

6
/

※
定て

い
い
ん員

を
超こ

え
た
場ば

あ

い合
は
選せ

ん
こ
う考

に

な
り
ま
す
。

問と
い
あ
わ合
せ　

埼さ

い

た

ま

け

ん

こ

く

さ

い

か

玉
県
国
際
課
ｔ
０
４

　

８
─
８
３
０
─
２
７
１
７

〜
一
流
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
会
い
に
行
こ
う
!
〜

対　

県
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生
な
ど
（
教
室
に
よ
っ
て
、

対
象
学
年
の
限
定
あ
り
）

内
容　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
サ
イ

エ
ン
ス
、
も
の
づ
く
り
、
ス
タ
ッ

フ
体
験
、
職
業
体
験
各
分
野
の

埼
玉
ゆ
か
り
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」
に
学
ぶ
体
験
教
室

（
32
教
室
）

料　

無
料

応
募
方
法　

６
月
20
日
月
ま
で
に

①
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
申
請
。
も

募
集
し
ま
す

｢

文
芸
も
ろ
や
ま｣

第
37
号
作
品
募
集

『
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
』
参
加
者
募
集

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
県け
ん
せ
い政

モも

に

た

あ

ニ
タ
ー
募ぼ
し
ゅ
う集

埼
玉
県
青
少
年

夢
の
か
け
は
し
事
業

インフォメーション
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ル
で
開
催
希
望
月
の
３
か
月
前

の
１
日
か
ら
20
日
ま
で
（
７
・
８

月
分
の
み
、
５
月
30
日
月
ま
で
）

に
、
埼
玉
県
青
少
年
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
（
県
内
限
定
）
を
確
保
し

た
う
え
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
希
望
に
応

じ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課
内
「
青
少
年
夢
の
配
達
便
事

業
」
担
当
ｔ
０
４
８
─
８
３
０

　

─
２
３
５
７
、
ｆ
０
４
８
─
８

　

３
０
─
４
７
５
４
、
ｈ h

ttp
:

　

/
/
w

w
w

.p
re

f
.s

a
ita

m
a

.

lg
.jp

/
s
ite

/
h

a
ita

ts
u

b
in

/

　

資
料
館
周
辺
の
古
道
・
鎌
倉
街

道
、
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
と

清
掃
を
行
い
ま
す
。
文
化
財
や
自

然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
景
観
保
護

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付

け
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
特
別

な
道
具
が
な
く
て
も
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

し
く
は
、
官
製
「
往
復
は
が
き
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
埼
玉

県
青
少
年
課
（
〒
３
３
０
─
９

　

３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
３
─
15
─
１
）
へ
郵
送
。

※
各
教
室
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

問　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
青
少
年

課
内
「
青
少
年
夢
の
か
け
は
し

事
業
」
担
当
ｔ
０
４
８
─
８
３

　

０
─
２
３
５
７
、
ｆ
０
４
８
─

　

８
３
０
─
４
７
５
４
、
ｈ h

ttp
:

　

/
/
w

w
w

.p
re

f
.s

a
ita

m
a

.

lg
.jp

/
s
ite

/
k
a
k
e
h

a
s
h

i/

～
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
あ
な

　

た
の
も
と
に
や
っ
て
く
る
�
～

　

埼
玉
県
で
は
、
小
・
中
学
生
の

皆
さ
ん
の
夢
発
見
・
夢
実
現
を
支

援
す
る
た
め
、
各
分
野
で
活
躍
中

の
埼
玉
ゆ
か
り
の
プ
ロ
の
人
た
ち

を
、
小
・
中
学
生
が
概
ね
20
人
以

上
参
加
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
、

「
学
び
と
体
験
の
教
室
」
の
講
師

と
し
て
、
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
な
ど
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

所
定
の
申
込
書
に
よ

り
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

㊐　

６
月
11
日
土
午
前
９
時
～
午

後
３
時
（
途
中
か
ら
の
参
加
も

可
）、
小
雨
決
行

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

資
料
館
周
辺
の
鎌
倉
街
道

　

と
川
角
古
墳
群
の
下
草
刈
り
、

清
掃
な
ど

持
ち
物
な
ど　

刈
払
機
な
ど
の
草

刈
り
用
具
、
弁
当
、
作
業
の
で

き
る
服
装

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

─
８
２
８
２

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

６
月
６
日
月
▽
旭
台
保

育
園
、
13
日
月
▽
若
草
保
育
園
、

20
日
月
▽
上
町
保
育
園

時
間　

午
前
10
時
～
11
時

場　

町
立
各
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
─
０

　

８
５
７
、
若
草
保
育
園
ｔ
２
９

　

４
─
４
８
２
０
、
上
町
保
育
園

ｔ
２
９
４
─
６
０
６
６

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

㊐　

６
月
８
日
水
、
22
日
水
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
※
集

合
時
間
は
、
午
後
１
時
15
分
ま

で
に
な
り
ま
す
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
～
10
人

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

　

漬
け
梅
用
の
梅
を
販
売
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
梅
祭
り

㊐　

６
月
25
日
土
・
26
日
日
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
毛
呂
山
直
売

所
前
ｔ
２
９
５
─
３
０
０
８

内
容　

完
熟
梅
（
南
高
、白し

ら

か

が

加
賀
）、

生
梅
の
販
売

問　

梅
生
産
部
会
ｔ
２
９
４
─
３

　

１
２
９
小
久
保

●
滝
ノ
入
特
産
の
里
梅
祭
り

㊐　

６
月
18
日
土
・
19
日
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時

場　

滝
ノ
入
農
産
物
直
売
所

問　

滝
ノ
入
特
産
の
里
ｔ
２
９
４

―

０
６
８
３
八
木
原

　　

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

で
は
、
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
教
育
に
関
心

を
お
持
ち
の
人
に
、
学
校
公
開
を

実
施
し
ま
す
。

㊐　

６
月
13
日
月
午
前
10
時
～
午

後
０
時
40
分

場　

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学

校
（
〒
３
５
０
─
１
２
２
３
日

高
市
高
富
59
─
１
）

内
容　

本
校
の
概
要
説
明
、
授
業

お
よ
び
給
食
指
導
の
見
学
、
施

設
設
備
の
見
学
な
ど

問　

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援

   

学
校
ｔ
０
４
２
─
９
８
５
─
４

   

３
９
１

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
見
学
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
直
接
、

学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

水 道 週 間
６月１日 ( 水 ) ～７日 ( 火 )

問　役場水道課業務係
　ｔ（295）2112内線161

参
加

ご

を

埼
玉
県
青
少
年

夢
の
配
達
便
事
業

文
化
財
景
観
保
護
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク

『
町
立
保
育
園
』
園
庭
開
放

『
梅
祭
り
』
を
開
催
し
ま
す

埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援

学
校
の
学
校
公
開

　「蛇口か
ら

　あふれ
るぼくら

の　　　

　夢・未
来」

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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無
理
な
く
踊
り
な
が
ら
楽
し
い

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
る
シ
ニ
ア

サ
ー
ク
ル
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
／
６
月
２
日
木
～
23
日
木
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

場
／
東
公
民
館　

料
／
無
料　

問

／
ｔ
２
９
５
─
０
９
８
５
向
井

　

あ
な
た
の
癒い

や

し
の
応
援
歌
、
カ

ラ
オ
ケ
発
表
会
。

日
／
５
月
29
日
日
、
開
場
▽
午
前

11
時
30
分
、
開
演
▽
正
午　

場
／

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

参
加
サ
ー
ク
ル
／
ウ
イ
ン
ク
、
花

水
木
、
鶴
亀　

料
／
無
料　

問
／

ｔ
２
９
４
─
４
９
２
４
岡
野

　

思
い
き
り
声
を
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
健
康
の
た
め
に
も
大
変
良

い
こ
と
で
す
。

日
／
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８

時　

場
／
目
白
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー　

会
費
／
年
額
４
０

０
０
円
（
３
か
月
毎
に
１
０
０
０

円
集
金
・
入
会
金
な
し
）　

問
／

ｔ
２
９
５
─
３
０
０
０
手
塚

日
／
６
月
２
日
木
～
７
月
21
日
木

の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
全
８
回
）　　

場
／
リ

ン
ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
ｔ
２
９
５

─
６
１
０
０　

料
／
１
０
０
０

円
（
１
回
の
み
）　

受
講
料
／
毎

回
７
３
０
円
（
ボ
ー
ル
代
込
み
）

指
導
者
／
小
久
保
孝
芳
さ
ん　

申

／
不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。　

問
／
ｔ
０
８
０
─
３

４
７
２
─
７
０
７
７
大
場

日
／
６
月
26
日
日
、
開
場
▽
午
後

１
時
、
開
演
▽
午
後
１
時
30
分　

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ　

料
／
無
料　

問
／
ｔ
２
９
４

─
６
３
２
５
栗
原

　

４
つ
の
パ
ソ
コ
ン
の
グ
ル
ー
プ

の
作
品
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
描
い
た

絵
手
紙
の
面
白
さ
を
見
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

期
間
／
５
月
29
日
日
～
６
月
24
日

金　

場
／
東
公
民
館
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

参
加
グ
ル
ー
プ
／
Ｐ
Ｃ
─

エ
ン
ジ
ェ
ル
、
Ｐ
Ｃ
─
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
Ｐ
Ｃ
─
ミ
ド
ル
、
Ｐ
Ｃ
─
ハ

ー
モ
ニ
ー　

料
／
無
料　

問
／
２

９
４
─
５
５
６
１
松
崎

〜
住
宅
な
ん
で
も
相
談
〜

　

我
が
家
の
耐
震
診
断
、
住
宅
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
を
!　

住
む
人
に
優

し
い
住
宅
の
耐
震
、
新
・
増
改
築

な
ど
、
住
宅
な
ん
で
も
相
談
を
地

元
の
建
設
職
人
が
お
応
え
し
ま
す
。

日　

６
月
12
日
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時

場　

前
久
保
中
央
公
園
、
長
瀬
駅

前
広
場

問　

埼
玉
土
建
坂
戸
支
部
ｔ
２
８

　

１
─
８
０
０
１

日　

６
月
12
日
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
。
売
切
次
第
終
了
し

ま
す
。

場　

越
生
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

駐
車
場

内
容　

生
梅
の
販
売
（
白し

ら

か

が

加
賀
と

い
う
品
種
。
梅
酒
に
最
適
。
梅

干
し
な
ど
に
も
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
る
）、
山
菜
類
・
地
場

産
新
鮮
野
菜
の
販
売
、
梅
料
理

講
習
会
（
梅
レ
シ
ピ
の
紹
介
。

試
食
あ
り
。
午
前
・
午
後
各
回

先
着
30
人
。
無
料
）、
模
擬
店
、

お
楽
し
み
抽
選
会
（
お
買
い
上

げ
金
額
５
０
０
円
ご
と
に
抽
選

券
１
枚
配
布
）

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
農
林
担

当
ｔ
２
９
２
─
３
１
２
１
内
線

１
４
７

情
報
交
換

『
目
白
台
コ
ー
ラ
ス
』
会
員
募
集

『
そ
よ
風
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
』

体
験
者
募
集

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

相
談

ご

を

『
燦さ

ん
さ
ん
か
い

燦
会
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー

ク
ル
』
発
表
会

毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟

『
第
８
回
ゴ
ル
フ
教
室
』

『
毛
呂
山
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
』

演
奏
会

『
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
絵
手

紙
』
の
合
同
作
品
展

第
34
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

第
７
回
『
梅
フ
ェ
ア
』

〜
梅
と
農
産
物
の
即
売
〜

５月は自動車税の納期です
～コンビニでも納められます～

　忘れずに、５月３１日火までに納めましょう。

　なお、自動車税収入額の一部は、「彩の国みどり

の基金」に積み立て、県内のみどりの保全や創出な

どに活用させていただきます。

問　自動車税：自動車税コールセンター

　ｔ 050（3786）1222、彩の国みどりの基金：

　埼玉県環境部みどり再生課ｔ 048（830）3190

インフォメーション
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

　問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

山根荘趣味の会定例行事 リサイクル情報

●ゆずりたい品物
・うさぎ（有料）・室内乗馬器具（有

料・相談）・電動介護ベッド（中

古・無料）・ピアニカ（中古・無料）

●ゆずってほしい品物
・CD ラジカセ（有料）

・車イス（中古・相談）

　紹介したい品物がありました

ら、お気軽にお申し込みくださ

い。また、交渉が成立した場合

には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係

　　　　ｔ内線 175

6 月の休館日
  ４日  ５日11日12日18日19日
25日26日

ゲ ー ト ボ ー ル   ２日  ６日13日27日

ペ タ ン ク 20日

声 を 出 す 会   １日15日

謡 寿 会 14日28日

民 踊 同 好 会 13日27日

俳 句 の 会
10日24日【季語 梅雨空（つゆぞ
ら）、枇杷（びわ）】

囲碁・将棋の会
  １日  ３日  ８日15日17日22日
24日

お 茶 の 会   ３日17日

茜 会（ お 花 ）15日27日

ダンス同好会   ３日17日

ぎんれい会(大正琴)   ３日17日

三味線・民謡の会   ２日  ９日

手 芸 の 会   ８日22日

カ ラ オ ケ 同 好 会
  ６日20日
（厚年カラオケ）29日

吟 友 会   ８日22日

書 道 の 会   ８日22日

舞 わ か ば 会   ８日22日

FD カ ト レ ア 10日24日

健康体操3B体操 17日

楓 会   ９日

押 し 花 の 会   ６日13日

光 華 の 会 13日27日

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

安全で快適なまちづくり　～毛呂山町後退道路用地等整備要綱の概要～

　　火災や地震などの災害時に緊急活動が困難とならないよう４メートルの道

路幅員を確保するため、建築主などに対して道路用地の無償提供をお願いし

ています。無償提供に対しては報償金、分筆登記に係る費用に関しては補助

金を交付します。

　※幅員 1.8 メートル以上４メートル未満の道路で、特定行政庁（毛呂山町の場合、埼玉県）が指定した道路を

いいます。原則として、中心線から水平距離２メートルの線をその道路の境界線とみなします。

　※補助制度のご利用にあたっては、要件がありますので事前にご相談ください。

問　役場まちづくり整備課開発建築係　ｔ（295）2112内線144・145

■次の道路が適用となります。
①建築基準法第４２条第２項の規定による幅員４メートル未満の町道

②その他町長が必要と認める道路

③上記に係る道路のすみ切りの用地

■次の区域は適用されません。
①土地区画整理法に基づく土地区画整理事業の認可を受けた区域

②毛呂山町開発指導要綱、および毛呂山町開発行為等協議要綱に基づく事前

協議をした区域

■町から報償金および補助金を交付します。
①後退用地の無償譲渡に対する報償金

　面積に応じた額を交付します。（上限額１２万円）

②すみ切用地の無償譲渡に対する報償金（１か所につき５万円）

③測量および分筆登記に係る費用に関する補助金（上限額２０万円）

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771



14広報もろやま  5月20日号

　障害者と健常者が交流を深めるスポーツ大会です。誰

でも気軽に参加できますので、レクリエーションを一緒

に楽しみませんか？　なお、申込みは不要です。

第17回
 「毛呂山町ふれあいスポーツ大会」
問　社会福祉協議会　ｔ（295）3111

第41回  芸能発表会出演者募集
 申・問　中央公民館　ｔ（294）1250

　９月４日（日）に福祉会館で行われる芸能発表会の出演者

を募集します。邦舞・洋舞・歌・楽器演奏・手品・漫才など、

自慢の芸を舞台で発表したい人、ふるってご参加ください。

参加規定
・町内在住・在勤・在学者

・原則として同一種目の出演は1人1回まで

・同一指導者からの出演は2人（組）まで

・出演時間は原則10人未満は5分まで、10人以上は10分

　まで（準備・片づけの時間を含む）

申込み　募集要項添付の申込書に必要事項を記入のうえ、６

　月１５日（水）～３０日（木）午後４時（時間厳守）まで

　に中央公民館へ提出してください。

※申込みが多い場合、出演調整をお願いすることもあります。

※詳しくは、役場・両公民館にある募集要項をご覧ください。

※当日は芸能発表会運営にご協力（受付・駐車場整理など）

をお願いします。

問　教育委員会生涯学習課
　　ｔ（295）2112内線522

日　時　６月１６日（木）

　　　　午前９時から（雨天決行）

場　所　役場正面玄関前

配布数　１人４本程度（先着順）

　　　　※苗木がなくなりしだい終了します。

主　催　毛呂山町コミュニティ協議会

　　　　毛呂山菊花会

「成人のつどい」
企画運営委員大募集!

申・問　教育委員会生涯学習課　ｔ（295）2112
　内線522、ｆ（295）3939

　来年、成人を迎えられる皆さん!　平成２4年
１月８日（日）開催の「成人のつどい」の企画運

営に参加してみませんか。

　皆さんの意見やアイディアを生かして、よりよ

いつどいにしたいと思います。２０歳の思い出に

ぜひ、ご参加ください。

申込み　６月３０日（木）までに役場５階教育委

　員会生涯学習課までお申し込みください。

日　時　6 月５日（日）

　　　　午前 10 時～午後２時（小雨決行）

場　所　総合公園グラウンド

内　容　グラウンドレクリエーション（玉入れ、パン食

　　　　い競争など）

※当日、競技などのお

手伝いをしてくれるボ

ランティアを募集して

います。事前に社会福

祉協議会までご連絡く

ださい。

菊の苗木を無料配布します

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771 インフォメーション



15 広報もろやま  5月20日号

毛呂山町・越生町・鳩山町障害程度区分
判定等審査会委員を紹介します
問　役場福祉課障害福祉係
　　ｔ（295）2112内線116・117

　市町村審査会は、障害者自立支援法に定める介護給付費
などの支給に関する障害程度区分の審査および判定を行う
ことを目的として市町村が設置します。毛呂山町は介護保
険の審査会と同様に、毛呂山町、越生町、鳩山町の３町で
共同設置しています。
　４月１９日「平成２３年度第１回障害程度区分判定等審
査会」が福祉会館において開催され、障害福祉保健の学識
経験を有する５名に委嘱状が交付されました。

毛呂山町・越生町・鳩山町障害程度  区分判定等審査会委員（敬称略）
氏　　名 選 出 町 選出区分

　今井知世（新任） 越生町 保健に関する学識経験
を有する者　宮山裕子（新任） 鳩山町

○斉藤　敏
さとし

（継続） 毛呂山町
福祉に関する学識経験
を有する者　松山英

え い

知
ち

（継続） 毛呂山町

◎丸木和子（継続） 毛呂山町

任期　平成 23 年４月１日～平成 25 年３月 31 日
◎会長　○会長の職務代理（選出区分別 50 音順）

　埼玉弁護士会川越支部では、東日本大震災により埼
玉県内に避難してきた避難者の方を対象とした無料法
律相談を実施しています。なお、会場については、埼
玉弁護士会川越支部法律相談センター、近隣の法律事
務所、各避難所など避難者のご要望に応じます。

問　埼玉弁護士会川越支部ｔ（２２５）４２７９

震災で避難された方の無料法律相談

　毛呂山町のマスコットキャ

ラクターもろ丸くんの写真コ

ンクールを行います。季節ご

とに優秀賞を選び、そのなか

から年間グランプリを決定し

ます。ふるってご応募くださ

い!
作　品　カラープリント２L 版のみ

締切り　春　  6 月末、夏　9 月末、

　　　　秋　12 月末、冬　2 月末

送付先　〒 350-0493 毛呂山町中央 2-1　

　　　　毛呂山町役場産業振興課商工観光係

※詳細は役場産業振興課および町ホームペー

ジにある応募要領をご覧ください。

もろ丸くん
　写真コンクール作品募集‼
問　役場産業振興課商工観光係
　　ｔ（295）2112内線172

　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持

ちをお寄せいただきまして、ありがとうございます。

　５月１０日現在、義援金額６，６９６，６７４円のご協力

をいただいております。お預かり

した義援金は日本赤十字社に送金

し、被災者の方がたに配分されま

す。引き続き皆さまのご協力をお

願いします。

問　日本赤十字社埼玉県支部毛呂

　山町分区（役場福祉課地域福祉

　係内ｔ内線 111・112）

　地震・津波・原発により毛呂山町へ避難された方は、埼
玉県を通じてお住まいになっていた県へ避難していること
を報告しますので、下記担当までご連絡ください。

問　役場企画財政課ｔ内線 321

避難された方の現状確認について
東日本大震災で被災された方の子女等
も交通遺児として認定できます

　３月１１日に発生した東日本大震災で被災された方

の子女等のうち、保護者が行方不明の場合や通常の交

通事故証明書が発行される事故以外の事故についても、

次に示すような方は交通遺児として認定できますので、

希望される方は申し出てください。

応募できる方
事故の内容　①保護者が車両に乗って出かけて、津波

　に遭ったり、地震による路外逸脱・自損事故・落石

　などで死亡されたり、著しい後遺障害で働けないた 

　め、教育費に困っている家庭の子女。

　②保護者が車両に乗って出かけたまま行方不明にな

　った場合も、事情によっては認定しますので、お問

　い合わせください。

事故の証明　交通事故証明書が発行されない場合は、

　願書の「事故の模様」欄に詳しくご記入いただく自

　己申告の形式で代用させていただきます。

対象となる生徒および学生　高等学校以上の生徒およ

　び学生、ならびに今後、高等学校以上の就学年齢に

　達する生徒および学生。

問　公益財団法人　交通遺児育英会奨学課

　　鮫（０１２０）５２１２８６
　　ｔ０３（３５５６）０７７３

　　役場生活環境課交通防犯係ｔ内線 213

　夏期に向けて、最大電力が供給力を上回り、電力不足が
生じると見込まれています。このため、住民の皆様には、
引き続き不要な照明や電気機器の使用を控え、徹底した節
電にご協力をお願いします。また、企業につきましても、
削減目標を掲げるなどして、節電にご協力くださるようお
願いします。

問　役場総務課ｔ内線 311

毛呂山町へ避難された方へ

節電にご協力ください

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます

東日本大震災関連情報掲示板

毛呂山町の水道水は安全です
　４月２８日、町の水道水について、第６回目の放射線量測
定を行いました。その結果。放射性ヨウ素。放射性セシウムとも
に前５回と同様に不検出となりましたのでお知らせします。

問　役場水道課ｔ内線 165
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